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概要：我々が感じる香りには，鼻先から香る「鼻先香（Orthonasal smell）」と口の中から鼻を抜ける香り
「口中香（Retronasal smell）」の 2種類が存在する．これまで，様々な嗅覚デバイスの研究開発が活発に行
われてきているが，香りを感じる際の鼻腔経路の違いが，知覚する「味」に与える影響については明らか
になっていない．本論文では，小型で軽量な嗅覚デバイスの設計を示し，それぞれ鼻先香と口中香を提示
可能な嗅覚デバイスとして，コップ型，ストロー型，マスク型という 3種類のプロトタイプを提示する．
そして，香りを提示する際の鼻腔経路の違いが味覚に及ぼす影響を調査する．実験では，3種類のプロト
タイプを用いて，被験者 13名を対象に，知覚する香りの評価，デバイスの評価，味覚の評価を行った．実
験の結果，甘みの増強など味覚体験の拡張という観点では，口中香を提示可能なストロー型デバイスが有
効であることが明らかとなった．

1. はじめに
近年，様々な種類の嗅覚デバイスとそれを用いたインタ

ラクションが提案されている [1], [2], [3], [4], [5]．これら
の研究では，首からかけるウェアラブルデバイスやピアス
やネックレス型の顔に装着するオンフェイス型の嗅覚デバ
イスを提案することで，日常生活でも利用可能なデバイス
の開発が行われている．しかし，香りを感じる際の鼻腔経
路の違いが，知覚する「味」に与える影響については明ら
かになっていない．
我々が感じる香りには，鼻先から香る「鼻先香（Or-

thonasal smell）」と口の中に入った食べ物が鼻を抜ける香
り「口中香（Retronasal smell）」の 2種類があり，それぞ
れの香りは脳で異なる方法として処理されることが知られ
ている [6], [7], [8]．特に，食べ物や飲み物の風味に寄与す
る口中香は，味覚との関連が強いことが知られている [9]．
これまで，我々のグループでは，「味」として認識する大
部分を香りが占めていることに着目し，飲み物を飲む際
に甘い匂いを提示することで，知覚する甘さを増幅する
マグカップ型の嗅覚デバイスの研究開発に取り組んでき
た [10], [11]．しかし，既存アプローチは，鼻先香の提示に
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留まっており，口中香を提示できていないという点で，味
覚の変化を促すには十分な設計ではない可能性がある．
本論文では，既存研究の課題を克服するべく，小型で軽

量な嗅覚デバイスの設計を示し，それぞれ鼻先香と口中
香を提示可能な嗅覚デバイスとして，コップ型，ストロー
型，マスク型という 3種類のプロトタイプを提示する．そ
して，香りを提示する際の鼻腔経路の違いが味覚に及ぼす
影響を調査する．実験では，3種類のプロトタイプを用い
て，被験者 13名を対象に，知覚する香りの評価，デバイス
の評価，味覚の評価を行った．実験の結果，香りを提示す
るインタフェースの違いによって知覚する味の評価が変化
し，鼻先で嗅ぐ香りよりも，口の中から鼻を抜ける香りに
よって甘みが増加する可能性が示唆された．また，デバイ
スの受容性という観点では，日常的に利用できるコップ型
が，甘みの増強など味覚体験の拡張という観点では，口中
香を提示可能なストロー型デバイスが有効であることが明
らかとなった．

2. 関連研究
本研究を位置付けるために，はじめに味覚変化を促すデ

バイスに関する先行研究を調査する．次に嗅覚に介入す
る嗅覚デバイスに関する先行研究を調査する．これらは，
ユーザが知覚する味覚の拡張を実現する新たな嗅覚デバイ
スの基礎となるものである．




